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防災かわら版防災かわら版
問合せ先：防災安全課防災係（河内庁舎２階）　☎問合せ先：防災安全課防災係（河内庁舎２階）　☎㊱㊱４１４５４１４５

ー 11 月は「地震防災強化月間」です‼ー

　静岡県では、11 月を「地震防災強化月間」と定めています。市では、市民の皆さまとともに地域防災力
の強化に取り組んでいます。

　12 月７日（日）は、地域防災訓練の日です。南海トラフ巨大地震などの大規模地震が
発生した想定で、地域の実情に沿った防災訓練を行います。午前９時に地震発生のサイ
レンを鳴らし、同時に緊急速報メールを配信します。
　訓練の内容や開始時間は、各地区によって異なります。お住いの地区の自主防災会に
確認してください。

（訓練日の２週間前を目安に市 HP にも各地区の訓練一覧を掲載します。）

～地域防災訓練に参加しましょう‼～　

・ヘルメット、防災ずきん、毛布

・履き慣れた靴

・懐中電灯（予備の電池）

・携帯ラジオ（予備の電池）

・救急用品（絆創膏、消毒液、体温計など）

・飲料水（長期保存水など）

・非常食（缶詰、栄養補助食品など）

※それぞれ３日分を目安とし、持ち運び可能な量

を準備しておきましょう。

～非常持出品を準備しよう～　

・携帯トイレ

・タオル、着替え、歯磨きセット、洗面用具

・マスク、消毒液、ティッシュペーパー、

ウェットティッシュ、常備薬

・携帯の充電器

・通帳、実印、現金など

・運転免許証、パスポート、マイナンバーカードなど

・健康保険証、診察券、お薬手帳など

　非常持出品は、家庭で備蓄しておくもののほか、災害発生後すぐに避難する時に持ち
出せるよう、下記を参考に準備してみましょう。
　また、下記以外のもので、例えば高齢者がいるご家庭では、おむつやメガネなどが必
要になる場合があります。その他、家庭の状況に合わせて生理用品やミルク、離乳食な
どを備えていると緊急時も慌てずに済みます。“替えのきかないもの”は、自分自身で備
蓄し、災害に備えましょう。
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第第
2626
回
し
ず
お
か
市
町
対
抗
駅
伝
大
会

回
し
ず
お
か
市
町
対
抗
駅
伝
大
会

代
表
選
手
決
定

代
表
選
手
決
定
‼‼

　　

1212
月
６
日
（
土
）
午
前

月
６
日
（
土
）
午
前
1010
時
に
時
に

静
岡
県
庁
本
館
前
を
ス
タ
ー
ト
す

静
岡
県
庁
本
館
前
を
ス
タ
ー
ト
す

る
「
し
ず
お
か
市
町
対
抗
駅
伝
大

る
「
し
ず
お
か
市
町
対
抗
駅
伝
大

会
」
は
、
県
内

会
」
は
、
県
内
3535
市
町
市
町
3737
チ
ー
ム

チ
ー
ム

がが
1212
区
間
４
２
，
１
９
５
㎞
を
襷

区
間
４
２
，
１
９
５
㎞
を
襷

で
つ
な
ぎ
、
ゴ
ー
ル
で
あ
る
草
薙

で
つ
な
ぎ
、
ゴ
ー
ル
で
あ
る
草
薙

陸
上
競
技
場
を
目
指
す
、
静
岡
の

陸
上
競
技
場
を
目
指
す
、
静
岡
の

冬
の
風
物
詩
で
す
。
平
成

冬
の
風
物
詩
で
す
。
平
成
1313
年年

（
２
０
０
１
）
に
東
海
道
四
〇
〇

（
２
０
０
１
）
に
東
海
道
四
〇
〇

年
祭
を
契
機
と
し
て
大
会
が
始
ま

年
祭
を
契
機
と
し
て
大
会
が
始
ま

り
、
今
年
で

り
、
今
年
で
2626
回
目
を
迎
え
ま
す
。

回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

大
会
開
催
の
目
的
は
、
県
内
市

　

大
会
開
催
の
目
的
は
、
県
内
市

町
の
活
性
化
及
び
市
町
相
互
の
更

町
の
活
性
化
及
び
市
町
相
互
の
更

な
る
交
流
の
促
進
、
県
民
意
識
の

な
る
交
流
の
促
進
、
県
民
意
識
の

高
揚
、
県
民
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を

高
揚
、
県
民
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を

図
る
と
共
に
県
全
体
と
し
て
ス

図
る
と
共
に
県
全
体
と
し
て
ス

ポ
ー
ツ
選
手
の
発
掘
・
育
成
・
強

ポ
ー
ツ
選
手
の
発
掘
・
育
成
・
強

化
、
更
に
県
民
の
体
力
向
上
等
を

化
、
更
に
県
民
の
体
力
向
上
等
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
選
手
は
、
各
市
町
の
出
身

　

参
加
選
手
は
、
各
市
町
の
出
身

者
や
在
住
（
在
勤
・
在
学
）
者
と

者
や
在
住
（
在
勤
・
在
学
）
者
と

な
っ
て
お
り
、
小
・
中
・
高
校
生

な
っ
て
お
り
、
小
・
中
・
高
校
生

か
ら
一
般
（
男
子
・
女
子
）、

か
ら
一
般
（
男
子
・
女
子
）、
4040

歳
以
上
と
、
様
々
な
世
代
が
参
加

歳
以
上
と
、
様
々
な
世
代
が
参
加

で
き
る
大
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

で
き
る
大
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
市
民
の
皆
さ
ん
熱
い
応

　

ぜ
ひ
、
市
民
の
皆
さ
ん
熱
い
応

援
を
お
願
い
し
ま
す
。　

援
を
お
願
い
し
ま
す
。　

中
学
生

中
学
生

高
校
生

高
校
生

一
般
一
般

4040
歳
以
上

歳
以
上　同報無線の放送後、24 時間以内であれば放送内容を電話により確認することができます。もし聞き逃

した場合には、右の電話番号にて確認してみてください。（通話料金がかかります。）☎ 0558-36-3866

ー同報無線の放送を聞き逃したらどうしたらいいの！？ー　

河津下田道路について（Ⅱ期）

　現在、工事が進められている河津下田道路Ⅱ期工事

につきまして、法
のりめん

面工事に一部変更がありました。

　図のとおり、法面工事を進めておりますが、鹿や

猪による食害により植生が育たないため、法面全面

をモルタル吹付に変更予定です。

　今後とも、河津下田道路Ⅱ期の早期完成に向け、

ご理解、ご協力のほどよろしくお願いします。

工事状況（R7.9 現在） 完成イメージ図

問合せ先：国土交通省　中部地方整備局　沼津河川国道事務所　
　　　　　伊豆縦貫自動車道出張所　☎０５５８—７４—０５５１

小
学
生

小
学
生

佐
さ さ き

々 木　 心
し ん ば

絆
（下田小学校６年）

新
あ ら い

井 　 旬
しゅん

（下田小学校６年）
酒
さ か い

井　 航
こ う わ

羽
（下田小学校６年）

粕
か す や

谷　 愛
あ え

笑
（浜崎小学校５年）

西
に し む ら

村　 采
と あ

亜
（稲生沢小学校６年）

酒
さ か い

井　 琉
り ゅ う き

希
（下田中学校３年）

野
の だ

田　 瑞
み ず き

稀
（下田中学校３年）

谷
や ぐ ち

口 梨
り さ

紗
（下田中学校１年）

矢
や た べ

田 部 和
わ こ

心
（下田中学校２年）

山
や ま ぐ ち

口　 珠
じ ゅ り

莉
（下田中学校２年）

日
ひ よ し

吉　 佑
ゆ う と

斗
（下田高校１年）

山
や ま ぐ ち

口　 清
き よ む

夢
（加藤学園高校１年）

田
た な か

中 稟
り ん た ろ う

汰 朗
（下田高校１年）

武
む と う

藤　 朱
あ か り

星
（韮山高校２年）

鈴
す ず き

木 　 茜
あかね

（加藤学園高校２年）

土
つ ち や

屋　 琥
こ は く

珀
（ 自 営 業 ）

舩
ふ な つ

津　 弘
ひ ろ き

貴
（下田地区消防組合）

江
え だ

田　 望
の ぞ み

実
（下田地区消防組合）

栗
く り さ き

崎　 涼
り ょ う こ

子
（賀茂健康福祉センター）

進
し ん じ

士　 幹
み き と

人
（下田市観光協会）

鈴
す ず き

木　 勝
か つ ゆ み

弓
（ 下 田 O A ）

下田市チームの応援を下田市チームの応援を
よろしくお願いしますよろしくお願いします‼‼

前回大会終了後の集合写真前回大会終了後の集合写真

　

問
合
せ
先　

生
涯
学
習
課
㉓
５
０
５
５

問
合
せ
先　

生
涯
学
習
課
㉓
５
０
５
５
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令
和
７
年
度
下
田
市
表
彰
・
下
田
市

技
能
功
労
者
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ

ま
の
功
績
と
功
労
を
称
え
こ
こ
に
紹
介

し
ま
す
。

下
田
市
表
彰
と
は

　

下
田
市
表
彰
で
は
、
長
年
に
わ
た
り

地
方
自
治
の
進
展
に
寄
与
さ
れ
、
ま
た

社
会
福
祉
や
教
育
文
化
の
向
上
、
産
業

の
振
興
等
に
貢
献
さ
れ
る
な
ど
、
市
民

の
模
範
と
な
っ
た
方
々
を
表
彰
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
表
彰
に
準
ず
る
方
々
に

感
謝
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

下
田
市
技
能
功
労
者
表
彰
と
は

　

下
田
市
技
能
功
労
者
表
彰
で
は
、
30

年
以
上
こ
の
道
一
筋
に
ご
精
進
さ
れ
、

業
界
の
発
展
と
、
後
進
の
育
成
に
努
め

ら
れ
、
今
日
の
下
田
市
に
お
け
る
地
域

経
済
の
振
興
に
ご
尽
力
さ
れ
た
方
々
を

表
彰
し
て
い
ま
す
。

令和
７年度

防災救護功労

　

昭
和
58
年
か
ら
下
田
市
消
防
団
に
入
団

し
、
下
田
市
消
防
団
長
を
務
め
ら
れ
る
な

ど
30
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
消
防
団
幹
部

と
し
て
在
職
さ
れ
、
消
防
団
の
運
営
、
発

展
に
寄
与
さ
れ
る
と
と
も
に
、
災
害
防
止

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 下

田
市
表
彰
・
下
田
市
技
能
功
労
者
表
彰

下
田
市
表
彰
・
下
田
市
技
能
功
労
者
表
彰

問
合
せ
先　

企
画
課
秘
書
広
報
係
（
河
内
庁
舎
２
階
）　

☎
㉒
２
２
１
２

問
合
せ
先　

企
画
課
秘
書
広
報
係
（
河
内
庁
舎
２
階
）　

☎
㉒
２
２
１
２

故 西
に し だ

田　竹
たけろう

郎 さん
（67 歳）西本郷

地方自治功労

島
しまざき

崎　策
さ く じ

二 さん
（85 歳）吉佐美

　

平
成
18
年
か
ら
令
和
７
年
ま
で
の
19
年
の

永
き
に
わ
た
り
、
下
田
市
交
通
指
導
員
と
し
て

在
職
さ
れ
、
交
通
事
故
防
止
及
び
交
通
安
全
啓

発
活
動
の
普
及
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

産業振興功労

　

平
成
25
年
か
ら
令
和
７
年
ま
で
の
12
年

の
永
き
に
わ
た
り
、
下
田
市
農
業
委
員
会
委

員
と
し
て
在
職
さ
れ
、
地
域
農
業
の
振
興
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
す ず き

木　保
やすのり

則 さん
（81 歳）箕作

産業振興功労

土
つ ち や

屋　　 德
あつし

 さん
（73 歳）北湯ヶ野

　

平
成
４
年
か
ら
平
成
13
年
、
平
成
31

年
か
ら
令
和
７
年
ま
で
の
15
年
の
永
き

に
わ
た
り
、
下
田
市
農
業
委
員
会
委
員

と
し
て
在
職
さ
れ
、
地
域
農
業
の
振
興

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
か
ら
令
和
７
年
ま
で
の
14
年

の
永
き
に
わ
た
り
、
下
田
市
交
通
指
導
員
と

し
て
在
職
さ
れ
、
交
通
事
故
防
止
及
び
交
通

安
全
啓
発
活
動
の
普
及
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

産業振興功労

重
し げ た

田　克
か つ み

己 さん
（76 歳）大沢

　

平
成
24
年
か
ら
令
和
７
年
ま
で
の
13

年
の
永
き
に
わ
た
り
、
下
田
市
農
業
委

員
会
委
員
と
し
て
在
職
さ
れ
、
地
域
農

業
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

下田市表彰　功労表彰下田市表彰　功労表彰下田市表彰　有功表彰下田市表彰　有功表彰

下田市表彰　有功表彰下田市表彰　有功表彰下田市表彰　有功表彰下田市表彰　有功表彰

下田市表彰　有功表彰下田市表彰　有功表彰下田市表彰　有功表彰下田市表彰　有功表彰

地方自治功労

山
やまなし

梨　史
ふみあき

章 さん
（81 歳）白浜

下
田
市
表
彰

下
田
市
表
彰　　

篤
行
表
彰

篤
行
表
彰

　

下
田
城
の
保
存
活
動
、
調
査

研
究
な
ど
の
多
岐
に
わ
た
る
活

動
を
通
じ
て
、
教
育
及
び
文
化

の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

優
良
団
体

下
田
城
の
保
存
を推

進
す
る
会

白
し ら い

井　 誠
まこと

　さん（64 歳）　白浜
建築大工　経験 44 年

たけや工務店

下
田
市
技
能

下
田
市
技
能

         
         

功
労
者
表
彰

功
労
者
表
彰

髙
たかはし

橋　政
ま さ み

美　さん（71 歳）　河内
建築大工　経験 55 年

髙橋建築

下
田
市
技
能

下
田
市
技
能

         
         

功
労
者
表
彰

功
労
者
表
彰

善行功労

佐
さ と う

藤　保
やすゆき

之 さん
（79 歳）加増野

　

平
成
26
年
か
ら
令
和
６
年
ま
で
の
10
年
の

永
き
に
わ
た
り
、
下
田
市
交
通
指
導
員
と
し
て

在
職
さ
れ
、
交
通
事
故
防
止
及
び
交
通
安
全
啓

発
活
動
の
普
及
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

下田市表彰　篤行表彰下田市表彰　篤行表彰



一般行政

区分
部門

市
の
人
事
行
政
の
運
営
等
の

状
況
を
公
表
し
ま
す

市
の
人
事
行
政
の
運
営
等
の

状
況
を
公
表
し
ま
す

　

市
職
員
の
給
与
は
、
基
本
給
と
し
て
の
給
料
と
扶
養
手
当
・
通
勤
手
当
な
ど
の

諸
手
当
に
よ
り
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
公
表
は
、
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
に

お
知
ら
せ
し
、そ
の
公
正
性
及
び
透
明
性
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
行
う
も
の
で
す
。

問
合
せ
先　

総
務
課
人
事
係（
河
内
庁
舎
３
階
）　

☎
㉒
３
９
１
１

（注）１．職員数は、一般職に属する職員数です。
 ２．再任用フルタイム勤務職員（令和６年度３人、令和７年度８人）及び特定任期付職員（令和６年度１人）を含み、
  再任用短時間勤務職員（令和６年度10人、令和７年度４人）及び一部事務組合への派遣職員（令和６年度１人、
  令和７年度１人）は除きます。
 ３．（　）は、会計年度任用職員フルタイムの数を外数で示します。
 ４．〈　〉は、条例定数の合計です。

（２）採用及び退職の状況（令和６年度）

部門

採用

離　　　職（人）
退　職 免　職

失職 合計
定年 勧奨 普通 早期退職

募集制度 死亡 任期満了 分限 懲戒

合計 11 6 0 9 3 0 1 0 0 0 19

区分

（注）１．採用は、令和６年４月２日から令和７年４月１日の間に採用した者の人数です。再任用フルタイム勤務職員は除きます。
 ２．退職は、令和６年４月１日から令和７年３月31日の間に退職した者の人数です。再任用フルタイム勤務職員は除きます。
 ３．定年退職は旧定年（60歳到達）を含みます。

（注） １．職員手当には、退職手当と児童手当は含みません。
 ２．（　）は、会計年度任用職員フルタイムの数を外数で示します。

２．給与の状況
（１）人件費の状況
　　（令和６年度普通会計決算） 

（２）職員給与費の状況
　　（令和７年度普通会計当初予算）
職員数
（A）

職　　員　　給　　与　　費 1人当たり給与費
B／ A給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

207人
（24）人

778,297
（66,624）

135,432 
(4,593)

326,193
（126,916）

1,239,922
（198,133）

5,990
(8,256）

（単位：千円）（単位：千円）

※詳細は市ホームページにある「等級及び職制上の
　段階ごとの職員数の公表について」というページに
　掲載しています。
　トップページの右上にある「サイト内検索」で
　検索してください。

（７）期末・勤勉手当の状況

区分
下　田　市 国

期末手当 勤勉手当 計 期末手当 勤勉手当 計

6月期 1.250

1.250

2.500

1.050

1.050

2.100

2.300

2.300

4.600

1.250

1.250

2.500

1.050

1.050

2.100

2.300

2.300

4.600

12月期

計

（令和７年４月１日現在　単位：月分）

（５）経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

区　　分 経験年数
10年

経験年数
20年

経験年数
25年

経験年数
30年

一般
行政職

大学卒 273,467円

261,600円

248,300円

351,738円

310,850円

289,400円

399,100円

357,800円

315,800円

422,500円

427,500円

383,500円

高校卒

技能
労務職 高校卒

（注） 経験年数に該当する職員の平均給与月額を記載していますが、経験年数に
 該当職員がいない等の場合は、近似値を記載しています。

　（令和７年４月１日現在）

（３）平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況

区　分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
一般行政職 300,325円

344,211円
370,408円
368,708円

37.8歳
56.0歳技能労務職

（注） 平均給与月額とは、給料及び職員手当（扶養手当、地域手当、
 住居手当、通勤手当、単身赴任手当、時間外勤務手当等）の合計です。

　（令和７年４月１日現在）
 （８）退職手当の状況 

区 分
下　　田　　市 国
自己都合 定年・応募認定 自己都合 定年・応募認定

勤続20年 19.6695月分

28.0395月分

39.7575月分

47.709月分

24.586875月分

33.27075月分

47.709月分

47.709月分

19.6695月分

28.0395月分

39.7575月分

47.709月分

24.586875月分

33.27075月分

47.709月分

47.709月分

勤続25年

勤続35年

最高限度

１人当たりの
平均支給額 11,928千円 －

（注）１人当たりの平均支給額は、令和６年度に退職した職員に支給された退職 
 手当の平均額です。

　（令和７年４月１日現在）

ウ．扶養手当、住居手当、通勤手当

区分 内容 国の制度との比較
（異なる内容）

扶養手当

配偶者                3,000円
子                     11,500円
配偶者及び子以外の扶養親族
1人につき 6,500円
特定扶養加算  5,000円加算

国の制度と同じ

住居手当 借家・借間居住者
支給限度額　　28,000円 国の制度と同じ

通勤手当 ２km以上の通勤者
実費及び通勤距離等により支給

距離区分が
異なる

　（令和７年４月１日現在）

（10）特別職の給与等の状況  
区分 給料・報酬月額 期末手当の支給割合

給
料

市　長 6月期　 2.100月分
12月期 　2.100月分
計　 　4.200月分

副市長

教育長

報
酬

議　長 6月期　 1.675月分
12月期　 1.675月分
計　 　3.350月分

副議長

議　員

　（令和７年４月１日現在）

671,000円

596,000円

545,000円

350,000円

315,000円

290,000円

職　員　数（人）

公営企業
等会計

合　　計

主な増減理由

欠員補充

保育所保育士減
保健師減

再任用短時間勤務から常勤職員へ

任期付職員の任用期間満了
常勤職員から人事交流職員へ
休職者の配置

欠員補充
生涯学習課職員の増員特別行政

令和７年度

236(20)
〈286〉

237(22)
〈286人〉

４

18
９
10
17

46(19)
18
181

10
４
19
33

22(１)

59

対前年増減令和６年度
４

17
９
10
17

48(20)
19
185

10
４
18
32

61

20(２)

△１(１)

１

△２
△１
△４

１
１

２(△１)

△２

（３）定員適正化のための数値目標及び進捗状況
　令和４年から令和７年までの４年間で４人の削減を目標とする第７次定員適正化計画を策定し、次の
ように定員適正化を進めています。

令和３年４月１日職員数
令和７年４月１日目標職員数
計画期間中削減目標

246人
242人
△４人

年 度
計画（R４～R７）

実 績

R３
―
246

R４
250
247

R５
246
241

R６
246
237

R７
242
236

（４）初任給の状況　　　　                  

区　　分
下　田　市 国
初任給 初任給

一般
行政職

大学卒 225,100円

195,500円

195,500円

総合職　230,000円
一般職　220,000円

高校卒 一般職　188,000円

技能
労務職 高校卒 一般職　183,500円

　（令和７年４月１日現在）

（６）一般行政職の級別職員数の状況

区分 標準的な職務内容 職員数
（人） （%）

構成比

１級 主事、技師
２級 主事、技師
３級 主事、技師
４級 係長、主幹、主査
５級 課長補佐、副室長、副所長、局長補佐、検査監
６級 課長、室長、所長、局長、参事、技監
計

39
41
30
27
5
17
159

24.5
25.8
18.9
17.0
3.1
10.7
100.0

（注）１．「標準的な職務内容」とは、それぞれの級に該当する職務です。
 ２．再任用フルタイム勤務職員(５人)及び定年延長７割措置(３人)は除きます。

　（令和７年４月１日現在）

ア．地域手当 （令和７年４月1日現在）

（９）その他の主な手当の内容

支給対象地域 支給率

下田市、伊豆市
静岡市

２％
７％

イ．時間外勤務手当 （令和５、令和６年度普通会計決算）

令和
６年度

職員1人当たり
支給年額

職員1人当たり
支給年額

令和
５年度

時
間
外
勤
務
手
当

支給総額

支給総額

68,396千円

326千円

78,731千円

384千円

歳出額
（Ａ）

人件費
（Ｂ）

人件費率
（Ｂ／Ａ）

13,199,313 2,280,903 17.3％

１．職員の任免及び人数に関する状況
（１）部門別職員数の状況と主な増減理由                                     （令和７年４月1日現在）

議　　会

税　　務
農林水産
商　　工
土　　木
民　　生
衛　　生
小　　計

水　　道
下 水 道
そ の 他
小　　計

総　　務

教　　育

広報しもだ 2025.11 月号 - ６ -- ７ - 広報しもだ 2025.11 月号



広報しもだ 2025.11 月号 - ８ -- ９ - 広報しもだ 2025.11 月号

◇
採
用
予
定
年
月
日

令
和
８
年
４
月
１
日

◇
冬
日
程

募
集
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

〇
保
健
師
（
若
干
名
）

◇
申
込
受
付

12
月
３
日
（
水
）
ま
で

※
持
参
の
場
合
土
・
日
は
除
く

◇
試
験
日

12
月
20
日
（
土
）

（
教
養
試
験
・
小
論
文
・
事
務
能

力
検
査
・
口
述
試
験
）

◇
受
験
資
格
の
確
認
、試
験
案
内
、

　

受
験
申
込
書
の
配
布

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
※
受
験
申
込
書
は
、
市
役
所

河
内
庁
舎
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

◇
申
込
・
問
合
せ
先

総
務
課
人
事
係

（
河
内
庁
舎
３
階
）
☎
㉒
３
９
１
１

令和７年度実施令和７年度実施

下田市職員募集下田市職員募集

新
庁
舎
整
備
事
業

新
庁
舎
整
備
事
業

問
合
せ
先　

企
画
課
庁
舎
建
設
係

（
河
内
庁
舎
３
階
）
☎
㉒
２
２
１
２

新
庁
舎
現
場
見
学
会

を
行
い
ま
す
‼

　

来
年
５
月
の
全
体
開
庁
に
向
け

　

来
年
５
月
の
全
体
開
庁
に
向
け

て
整
備
が
進
む
、
新
庁
舎
の
現
場

て
整
備
が
進
む
、
新
庁
舎
の
現
場

見
学
会
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

見
学
会
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

参
加
く
だ
さ
い
。

◇
日
時

◇
日
時　　

1111
月月
2929
日
（
土
）

日
（
土
）

①①
1010
時
～
②

時
～
②
1313
時
半
～

時
半
～

※
見
学
時
間
１
時
間
程
度

※
見
学
時
間
１
時
間
程
度

※
事
前
予
約
制

※
事
前
予
約
制

※
各
回

※
各
回
1010
名
ま
で

名
ま
で

◇
申
込
み
開
始

◇
申
込
み
開
始

1111
月月
1010
日
（
月
）
８
時
半
～

日
（
月
）
８
時
半
～

◇
集
合
場
所

◇
集
合
場
所

市
役
所
河
内
庁
舎
会
議
室
１

市
役
所
河
内
庁
舎
会
議
室
１ｰー
ＣＣ

◇
申
込
方
法

◇
申
込
方
法

右
の
二
次
元
コ
ー
ド
ま
た
は
企
画

右
の
二
次
元
コ
ー
ド
ま
た
は
企
画

課
庁
舎
建
設
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ

課
庁
舎
建
設
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

さ
い
。

1 8 2
あ 

と 日

新庁舎新庁舎
全体開庁全体開庁
までまで

申込みはこちら
（LoGo フォーム）

『
下
田
で
恋
活
！
』

『
下
田
で
恋
活
！
』

問
合
せ
先　

福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

（
東
本
郷
庁
舎
窓
口
⑥
）
☎
㉒
２
２
１
６

　

風
待
ち
港
下
田
で

　

風
待
ち
港
下
田
で｢｢

寿
司
握
り

寿
司
握
り

体
験
体
験｣｣

と
「
音
楽
」
を
楽
し
み
な

と
「
音
楽
」
を
楽
し
み
な

が
ら
、
新
し
い
出
会
い
を
見
つ
け

が
ら
、
新
し
い
出
会
い
を
見
つ
け

ま
せ
ん
か
。

ま
せ
ん
か
。

◇
日
時

◇
日
時　　

1212
月月
1313
日
（
土
）

日
（
土
）
1515
～～
1818
時時

◇
会
場

◇
会
場

風
ま
ち
下
田（
下
田
市
武
ガ
浜
３

風
ま
ち
下
田（
下
田
市
武
ガ
浜
３--

３
）
３
）

◇
参
加
資
格

◇
参
加
資
格

男
性
：
市
内
在
住
の
独
身
者

男
性
：
市
内
在
住
の
独
身
者

女
性
：
市
内
在
住
ま
た
は
下
田
市

女
性
：
市
内
在
住
ま
た
は
下
田
市

の
暮
ら
し
に
興
味
の
あ
る
独
身
者

の
暮
ら
し
に
興
味
の
あ
る
独
身
者

◇
参
加
費

◇
参
加
費

男
性
：
３
，
０
０
０
円

男
性
：
３
，
０
０
０
円

女
性
：
１
，
５
０
０
円

女
性
：
１
，
５
０
０
円

◇
定
員

◇
定
員　

男
女
各

　

男
女
各
1515
人
程
度
（
応

人
程
度
（
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

◇
申
込
締
切

◇
申
込
締
切　　

1111
月月
2525
日
（
火
）

日
（
火
）
1717
時
ま
で

時
ま
で

◇
申
込
方
法

◇
申
込
方
法

　

左
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
応
募
、

　

左
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
応
募
、

ま
た
は
福
祉
事
務
所
窓
口
、
河
内

ま
た
は
福
祉
事
務
所
窓
口
、
河
内

庁
舎
１
階
「
ま
ち
の
ホ
ー
ル
」
に

庁
舎
１
階
「
ま
ち
の
ホ
ー
ル
」
に

配
架
の
応
募
用
紙
を
福
祉
事
務
所

配
架
の
応
募
用
紙
を
福
祉
事
務
所

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申込みはこちら
（Googleフォーム）

お
２
人
の
新
生
活
を
応
援
し
ま
す

お
２
人
の
新
生
活
を
応
援
し
ま
す
‼‼

下
田
市
結
婚
新
生
活

支
援
補
助
金

問
合
せ
先　

福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

（
東
本
郷
庁
舎
窓
口
⑥
）
☎
㉒
２
２
１
６

　

婚
姻
に
伴
う
経
済
的
不
安
を
軽
減

　

婚
姻
に
伴
う
経
済
的
不
安
を
軽
減

す
る
た
め
、
住
居
費
等
を
補
助
し
ま

す
る
た
め
、
住
居
費
等
を
補
助
し
ま

す
。
す
。

◇
補
助
金
額

◇
補
助
金
額

夫
婦
共
に

夫
婦
共
に
3939
歳
以
下
の

歳
以
下
の

世
帯
に
対
し
上
限

世
帯
に
対
し
上
限
6060
万
円
万
円

◇
補
助
対
象
経
費

◇
補
助
対
象
経
費

住
居
費
、
引
越
費
用
、
リ
フ
ォ
ー
ム

住
居
費
、
引
越
費
用
、
リ
フ
ォ
ー
ム

費
用
費
用((

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
令

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
令

和
８
年
３
月

和
８
年
３
月
3131
日
ま
で
の
間
に
実
施

日
ま
で
の
間
に
実
施

し
た
も
の

し
た
も
の))

◇
補
助
対
象
世
帯

◇
補
助
対
象
世
帯

令
和
７
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
８
年

令
和
７
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
８
年

３
月
３
月
3131
日
ま
で
に
婚
姻
届
を
提
出
し
、

日
ま
で
に
婚
姻
届
を
提
出
し
、

受
理
さ
れ
た
世
帯

受
理
さ
れ
た
世
帯

◇
条
件

◇
条
件

①
婚
姻
の
届
出
日
に
お
い
て
、
夫
婦

①
婚
姻
の
届
出
日
に
お
い
て
、
夫
婦

　

の
い
ず
れ
も
年
齢
が

　

の
い
ず
れ
も
年
齢
が
3939
歳
以
下
で

歳
以
下
で

　

あ
る
こ
と
。

　

あ
る
こ
と
。

②
対
象
の
住
居
が
市
内
に
あ
り
、
補

②
対
象
の
住
居
が
市
内
に
あ
り
、
補

　

助
金
交
付
申
請
時
に
市
内
に
住
所

　

助
金
交
付
申
請
時
に
市
内
に
住
所

　

を
有
し
て
い
る
こ
と
。

　

を
有
し
て
い
る
こ
と
。

③
夫
婦
の
令
和
６
年
の
所
得
が
５
０

③
夫
婦
の
令
和
６
年
の
所
得
が
５
０

　

０
万
円
未
満
（
貸
与
型
奨
学
金
の

　

０
万
円
未
満
（
貸
与
型
奨
学
金
の

　

返
済
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
所

　

返
済
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
所

　

得
か
ら
控
除
し
ま
す
。）

　

得
か
ら
控
除
し
ま
す
。）

④
他
の
公
的
制
度
に
よ
る
家
賃
補
助

④
他
の
公
的
制
度
に
よ
る
家
賃
補
助

　

等
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

　

等
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

⑤
過
去
に
こ
の
補
助
金
を
受
け
た
こ

⑤
過
去
に
こ
の
補
助
金
を
受
け
た
こ

　

と
が
な
い
こ
と
。

　

と
が
な
い
こ
と
。

⑥
規
定
の
講
座
を
受
講
し
て
い
る
こ

⑥
規
定
の
講
座
を
受
講
し
て
い
る
こ

　

と
。（
左
記
の
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

　

と
。（
左
記
の
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

　

か
ら
受
講
で
き
ま
す
。
受
講
後
に

　

か
ら
受
講
で
き
ま
す
。
受
講
後
に

　

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
回
答
す
る
と
受
講

　

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
回
答
す
る
と
受
講

　

証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま
す
。
申
請

　

証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま
す
。
申
請

　

時
に
必
要
な
書
類
と
な
り
ま
す
の

　

時
に
必
要
な
書
類
と
な
り
ま
す
の

　　

で
、一
緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。）

で
、一
緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。）

◇
申
請
期
限

◇
申
請
期
限

令
和
８
年
３
月

令
和
８
年
３
月
3131
日日

◇
そ
の
他

◇
そ
の
他

　

申
請
の
際
は
、
事
前
に
お
問
い
合

　

申
請
の
際
は
、
事
前
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

わ
せ
く
だ
さ
い
。

静岡県ホームページ

猫
と
適
切
な
関
係
を

　
　

問
合
せ
先　

　
　

環
境
対
策
課
☎
㉒
２
２
１
３

猫
の
飼
い
主
の
皆
様
へ

猫
の
飼
い
主
の
皆
様
へ

　

猫
と
楽
し
く
暮
ら
す
た
め
に
は
、

　

猫
と
楽
し
く
暮
ら
す
た
め
に
は
、

適
切
な
飼
い
方
が
大
切
で
す
。
屋

適
切
な
飼
い
方
が
大
切
で
す
。
屋

外
で
猫
を
飼
う
こ
と
で
、
近
隣
へ

外
で
猫
を
飼
う
こ
と
で
、
近
隣
へ

の
迷
惑
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
事

の
迷
惑
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
事

故
等
の
危
険
性
も
高
ま
る
た
め
、

故
等
の
危
険
性
も
高
ま
る
た
め
、

屋
内
で
飼
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

屋
内
で
飼
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫
（
野
良
猫
）
に

飼
い
主
の
い
な
い
猫
（
野
良
猫
）
に

〝
た
だ
〟
エ
サ
を
あ
げ
て
い
る
方

〝
た
だ
〟
エ
サ
を
あ
げ
て
い
る
方

　

猫
の
繁
殖
力
は
強
く
、
１
組
の

　

猫
の
繁
殖
力
は
強
く
、
１
組
の

夫
婦
か
ら
１
年
間
で
約

夫
婦
か
ら
１
年
間
で
約
8080
匹
ま
で

匹
ま
で

増
え
る
試
算
も
あ
り
、
適
切
な
管

増
え
る
試
算
も
あ
り
、
適
切
な
管

理
が
必
要
で
す
。
増
え
す
ぎ
て
し

理
が
必
要
で
す
。
増
え
す
ぎ
て
し

ま
っ
た
が
故
に
、
糞
尿
被
害
な
ど

ま
っ
た
が
故
に
、
糞
尿
被
害
な
ど

の
近
所
迷
惑
と
な
る
こ
と
も
あ
り

の
近
所
迷
惑
と
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。「
置
き
エ
サ
禁
止
」・「
ふ

ま
す
。「
置
き
エ
サ
禁
止
」・「
ふ

ん
尿
を
始
末
す
る
」・「
不
妊
去
勢

ん
尿
を
始
末
す
る
」・「
不
妊
去
勢

手
術
を
行
う
」
な
ど
、
適
切
に
管

手
術
を
行
う
」
な
ど
、
適
切
に
管

理
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

理
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
っ
て
？

　

野
良
猫
を
増
や
さ
な
い
こ
と
に

よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
を

減
ら
す
と
と
も
に
、
不
幸
な
命
を

増
や
さ
な
い
た
め
の
活
動
で
、
ノ

ラ
猫
を
捕
獲
（
ト
ラ
ッ
プ
）
し
、

不
妊
去
勢
手
術
（
ニ
ュ
ー
タ
ー
）

を
施
し
元
に
戻
す
（
リ
タ
ー
ン
）、

の
各
頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
で
す
。

Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
と
地
域
ね
こ
活
動
は

ど
う
ち
が
う
の
？

　
「
地
域
ね
こ
活
動
」
は
、
Ｔ
Ｎ

Ｒ
活
動
に
よ
っ
て
元
の
場
所
に

戻
っ
て
き
た
猫
を
、
地
域
住
民
が

主
体
と
な
っ
て
見
守
る
活
動
の
こ

と
で
す
。
猫
の
見
守
り
方
は
、
地

域
で
話
し
合
い
の
上
、
ル
ー
ル
を

決
め
て
行
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

ル
ー
ル
を
定
め
る
上
で
は
、
猫
で

迷
惑
を
被
っ
て
い
る
人
、
苦
手
な

人
の
立
場
を
尊
重
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
の
効
果

　

不
妊
去
勢
手
術
を
す
る
こ
と
で
、

野
良
猫
の
増
加
を
抑
制
し
、
糞
尿

被
害
の
悪
化
を
防
ぐ
な
ど
、
住
環

境
の
改
善
が
期
待
で
き
ま
す
。

Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
の
支
援
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
野
良
猫
の
不
妊
去
勢

手
術
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を

助
成
（
オ
ス
猫1

頭
あ
た
り
６
，

０
０
０
円
、
メ
ス
猫1

頭
あ
た

り
１
０
，０
０
０
円
）し
て
い
ま
す
。

ご
み
袋
の
無
記
名
式
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

　
　
　

問
合
せ
先　

環
境
対
策
課
☎
㉒
２
２
１
３

　

現
在
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
観
点

　

現
在
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
観
点

か
ら
試
験
的
に
ご
み
袋
を
無
記
名

か
ら
試
験
的
に
ご
み
袋
を
無
記
名

式
に
変
更
し
て
い
ま
す
。
店
舗
に

式
に
変
更
し
て
い
ま
す
。
店
舗
に

よ
っ
て
は
記
名
式
と
混
在
し
て
い

よ
っ
て
は
記
名
式
と
混
在
し
て
い

ま
す
が
、
無
記
名
で
ご
み
出
し
が

ま
す
が
、
無
記
名
で
ご
み
出
し
が

可
能
で
す
。
こ
れ
ま
で
ど
お
り
ご

可
能
で
す
。
こ
れ
ま
で
ど
お
り
ご

み
を
出
す
際
に
は
、
ル
ー
ル
と
マ

み
を
出
す
際
に
は
、
ル
ー
ル
と
マ

ナ
ー
を
守
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ナ
ー
を
守
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

１組の猫から１年間に増える試算（ネコ算）

記名式（左）と無記名式（右）
ごみ袋

市 HP は市 HP は
こちらから！こちらから！

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法

及
び
地
方
税
法
上
、
健
康
保
険
や

及
び
地
方
税
法
上
、
健
康
保
険
や

厚
生
年
金
な
ど
の
社
会
保
険
料
を

厚
生
年
金
な
ど
の
社
会
保
険
料
を

納
め
た
場
合
と
同
様
に
、
社
会
保

納
め
た
場
合
と
同
様
に
、
社
会
保

険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課
税

険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課
税

所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が
軽

所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。

減
さ
れ
ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
令

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
令

和
７
年
１
月
か
ら
同
年

和
７
年
１
月
か
ら
同
年
1212
月
ま
で

月
ま
で

に
納
め
た
保
険
料
の
全
額
で
す
。

に
納
め
た
保
険
料
の
全
額
で
す
。  

配
偶
者
や
ご
家
族
の
負
担
す
べ
き

配
偶
者
や
ご
家
族
の
負
担
す
べ
き

国
民
年
金
保
険
料
を
支
払
っ
て
い

国
民
年
金
保
険
料
を
支
払
っ
て
い

る
場
合
、
そ
の
保
険
料
も
合
わ
せ

る
場
合
、
そ
の
保
険
料
も
合
わ
せ

て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
ん
な
と
こ
ろ
で

こ
ん
な
と
こ
ろ
で有

利
な
国
民
年
金

有
利
な
国
民
年
金

～
社
会
保
険
料
控
除
に
つ
い
て
～

～
社
会
保
険
料
控
除
に
つ
い
て
～

助
け
あ
い
、
支
え
あ
う

助
け
あ
い
、
支
え
あ
う

「年
金
」
っ
て

「年
金
」
っ
て

と
っ
て
も
大
事

と
っ
て
も
大
事

　

な
お
、
令
和
７
年
中
に
納
付
し

　

な
お
、
令
和
７
年
中
に
納
付
し

た
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、

た
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
に
は
、

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
に
は
、

年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
行
う
際

年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
行
う
際

に
、
領
収
証
書
な
ど
保
険
料
を
支

に
、
領
収
証
書
な
ど
保
険
料
を
支

払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
が

払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
が

必
要
で
す
。

必
要
で
す
。

　

令
和
７
年
１
月
１
日
か
ら
９
月

　

令
和
７
年
１
月
１
日
か
ら
９
月

3030
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険

日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、

料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
1111
月月

上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社

上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
送
ら
れ
ま
す
の

控
除
証
明
書
」
が
送
ら
れ
ま
す
の

で
、
申
告
書
の
提
出
の
際
に
は
必

で
、
申
告
書
の
提
出
の
際
に
は
必

ず
こ
の
証
明
書
ま
た
は
領
収
証
書

ず
こ
の
証
明
書
ま
た
は
領
収
証
書

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。（
令
和

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。（
令
和

７
年
７
年
1010
月
１
日
か
ら

月
１
日
か
ら
1212
月月
3131
日
ま
日
ま

で
の
間
に
、
今
年
初
め
て
国
民
年

で
の
間
に
、
今
年
初
め
て
国
民
年

金
保
険
料
を
納
め
ら
れ
た
方
へ
は
、

金
保
険
料
を
納
め
ら
れ
た
方
へ
は
、

来
年
の
２
月
上
旬
に
送
ら
れ
ま

来
年
の
２
月
上
旬
に
送
ら
れ
ま

す
。）

す
。）

　

国
民
年
金
は
、
老
後
は
も
ち
ろ

　

国
民
年
金
は
、
老
後
は
も
ち
ろ

ん
、
不
慮
の
事
故
な
ど
万
一
の
と

ん
、
不
慮
の
事
故
な
ど
万
一
の
と

き
に
も
心
強
い
味
方
と
な
る
制
度

き
に
も
心
強
い
味
方
と
な
る
制
度

で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
保
険
料

で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
保
険
料

は
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
し
っ
か

は
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
し
っ
か

り
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

り
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

問
合
せ
先

三
島
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

三
島
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

☎
０
５
５

☎
０
５
５--

９
７
３

９
７
３--

１
１
６
６

１
１
６
６

市
民
保
健
課
国
保
年
金
係

市
民
保
健
課
国
保
年
金
係

（
東
本
郷
庁
舎
窓
口
③
）
☎
㉒
３
９
２
２

（
東
本
郷
庁
舎
窓
口
③
）
☎
㉒
３
９
２
２



広報しもだ 2025.11 月号 - 10 -

問合せ先 ： 地域子育て支援センター　☎㉗２２００

　木々の葉が色づき始め、秋の深まりを感じる季節と

なりました。日差しに温かみを感じる日もありますが、

だんだんと冬の訪れも近づいております。また、この

時季は一日の気温差が大きく衣服の調節が難しいです

ね。子どもは新陳代謝が活発なので大人と同じように

着ていると汗をかき風邪をひきやすくなります。上着

で調節し日中は薄着で過ごせるようにしましょう。

カリヨンチャイム体験

１日(月)　 体育館で遊ぼう　

３日(水)　 めだかルーム　

５日(金) 　クリスマス会　

６日(土) 　開館日

10日(水)　 あひる・うさぎルーム　

17日(水)　 知育ヨガ　講師：村瀬励子　

19日(金)　 誕生会

20日(土)　 開館日　

22日(月)　 発育測定・育児相談　

25日(木)　 わくわくタイム

26日(金)　 閉館（大掃除）

29日(月)～1/３(土)　　年末年始休館

※予定は変更になる場合があります。

詳細は子育て支援センターまでお問い合わせください。

親 子 リ ズ ム 教 室起 震 車 体 験

　　　

2525
百
万
人
を
超
え
る
入
場
者
で
賑

百
万
人
を
超
え
る
入
場
者
で
賑

わ
っ
た
大
阪
万
博
が
先
月
閉
幕
し
た
。

わ
っ
た
大
阪
万
博
が
先
月
閉
幕
し
た
。

大
屋
根
リ
ン
グ
の
中
に
世
界
各
国
の

大
屋
根
リ
ン
グ
の
中
に
世
界
各
国
の

パ
ビ
リ
オ
ン
が
立
ち
並
び
、
Ａ
Ｉ
な

パ
ビ
リ
オ
ン
が
立
ち
並
び
、
Ａ
Ｉ
な

ど
の
先
進
的
な
科
学
技
術
や
各
地
の

ど
の
先
進
的
な
科
学
技
術
や
各
地
の

多
種
多
彩
な
風
土
や
文
化
に
触
れ
多

多
種
多
彩
な
風
土
や
文
化
に
触
れ
多

く
の
人
々
が
感
動
し
た
と
聞
く
。

く
の
人
々
が
感
動
し
た
と
聞
く
。

　

さ
て
、
こ
の
秋
か
ら
朝
ド
ラ
「
ば

　

さ
て
、
こ
の
秋
か
ら
朝
ド
ラ
「
ば

け
ば
け
」
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
効

け
ば
け
」
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
効

果
だ
ろ
う
か
、
登
場
人
物
の
ラ
フ
カ

果
だ
ろ
う
か
、
登
場
人
物
の
ラ
フ
カ

デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
（
小
泉
八
雲
）
が

デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
（
小
泉
八
雲
）
が

著
し
た
「
日
本
の
面
影
」
が
今
再
び

著
し
た
「
日
本
の
面
影
」
が
今
再
び

人
気
ら
し
い
。

人
気
ら
し
い
。

　　

4040
年
ほ
ど
前
に
も
山
田
太
一
脚
本

年
ほ
ど
前
に
も
山
田
太
一
脚
本

に
よ
る
「
日
本
の
面
影
」
と
い
う
同

に
よ
る
「
日
本
の
面
影
」
と
い
う
同

名
の
ド
ラ
マ
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、

名
の
ド
ラ
マ
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、

朝
日
に
柏
手
を
打
っ
た
り
、
雨
乞
い

朝
日
に
柏
手
を
打
っ
た
り
、
雨
乞
い

の
た
め
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
た
り
す

の
た
め
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
た
り
す

る
日
本
の
人
々
や
風
景
に
深
く
感
動

る
日
本
の
人
々
や
風
景
に
深
く
感
動

す
る
ハ
ー
ン
や
、
古
い
伝
説
、
怪
談

す
る
ハ
ー
ン
や
、
古
い
伝
説
、
怪
談

を
ハ
ー
ン
に
語
る
妻
セ
ツ
が
生
き
生

を
ハ
ー
ン
に
語
る
妻
セ
ツ
が
生
き
生

き
と
描
か
れ
て
い
る
。

き
と
描
か
れ
て
い
る
。

　

当
時
の
日
本
は
、
強
国
の
植
民
地

　

当
時
の
日
本
は
、
強
国
の
植
民
地

政
策
へ
の
対
抗
や
目
の
前
の
貧
困
か

政
策
へ
の
対
抗
や
目
の
前
の
貧
困
か

ら
の
脱
却
を
目
指
し
て
近
代
化
を
急

ら
の
脱
却
を
目
指
し
て
近
代
化
を
急

い
で
い
た
こ
と
か
ら
、
古
く
か
ら
の

い
で
い
た
こ
と
か
ら
、
古
く
か
ら
の

風
習
や
怪
談
み
た
い
な
非
科
学
的
な

風
習
や
怪
談
み
た
い
な
非
科
学
的
な

こ
と
を
言
っ
て
い
る
ヒ
マ
な
ど
な
い

こ
と
を
言
っ
て
い
る
ヒ
マ
な
ど
な
い

と
考
え
る
知
識
人
た
ち
も
登
場
し
て
、

と
考
え
る
知
識
人
た
ち
も
登
場
し
て
、

こ
ん
に
ち
は
、
市
長
で
す

　
　
　
　
　
　

日
本
の
面
影

10/４ 北方領土問題を考える
　根室市出身で元島民３世のプロレスラー・七

な な せ

星氏と

同じくプロレスラー・蝶野正洋氏を迎え日魯通好条

約締結170年記念としてトークショーを行いました。

トークショー終了後は、北方四島交流等事業使用船舶

「えとぴりか」の乗船、見学会も行いました。

1 0 月の
できごと

10/ １  新しい力に期待

　新しく地域おこし協力隊（移住コーディネーター）

として、宇
う だ か

髙　彩
あや

 隊員が３年任期で着任しました。

　これまでの経験を生かし、下田での暮らしの魅力

を発信するなど、移住・定住の促進に取り組んでい

いただきます。

10/ ６ 今年も美味しいお米をありがとう

　市内の耕作放棄地や休耕田を使い米作りに取り組

まれている「米（まい）フレンド下田」より、下田

認定こども園へ新米を提供いただきました。地元の

お米を食べて、大きく成長してもらいたいものです。
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10/19 すべての人にサーフィンの楽しさを

　（一社）マリンネット下田との連携による、障害者

を対象としたパラサーフィン体験会を開催しました。

　４名の方が参加し、24 名のサポーターと共にサー

フィンを楽しみました。体験後の冷えた体を、下田

温泉（株）から提供いただいた温泉で温めました。

10/18 若人たちの熱気溢れる　

　下田中学校運動会が開催されました。学年をまた

いで４チームに分かれ、それぞれが優勝を目指して

しのぎを削りました。最後に生徒会の代表者が、地

域の方や保護者、学校の先生に感謝の言葉を述べ、

あたたかい雰囲気の中、終了しました。

９/29 ～ 10/15　 市政懇談会

９/30　 令和７年度第１回下田市総合教育会議

15 日　 下田市夏期海岸対策協議会　反省会

19 日　 ふれあい広場

20 日　 耐震リフォーム達人塾　市ぐるみ勉強会

　　　　　in 下田市

21 日　 VR 認知症体験講座

　　　　　ニューポート市訪問団出発式
※掲載情報は、 10 月 31 日時点。

10/19 陸と海を結ぶ持続可能な地域づくりを

　包括連携協定を結んでいる上智大学やアルバ大学

の教授を招き、「森から海へ」をテーマに環境保全シ

ンポジウムを開催し、約 50 名（オンライン含む）が

参加しました。市内からも森・海のそれぞれの代表

２名が登壇し、未来に向けた議論を交わしました。

誕 生 会

そ
の
対
比
が
非
常
に
興
味
深
い
。

そ
の
対
比
が
非
常
に
興
味
深
い
。

　

後
日
の
対
談
の
中
で
山
田
太
一
氏

　

後
日
の
対
談
の
中
で
山
田
太
一
氏

は
こ
う
言
っ
て
い
る
。

は
こ
う
言
っ
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
愛
す
る
人
が
死
の
床
に

　

た
と
え
ば
愛
す
る
人
が
死
の
床
に

い
る
時
、
医
学
的
に
だ
め
と
診
断
さ

い
る
時
、
医
学
的
に
だ
め
と
診
断
さ

れ
た
ら
も
う
仕
方
な
い
と
無
力
感
に

れ
た
ら
も
う
仕
方
な
い
と
無
力
感
に

閉
ざ
さ
れ
祈
る
す
べ
も
知
ら
な
い
現

閉
ざ
さ
れ
祈
る
す
べ
も
知
ら
な
い
現

代
人
と
、
必
死
に
祈
れ
ば
生
を
呼
び

代
人
と
、
必
死
に
祈
れ
ば
生
を
呼
び

戻
す
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
て
い
た

戻
す
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
て
い
た

人
達
と
ど
ち
ら
が
幸
福
だ
ろ
う
か
と
。

人
達
と
ど
ち
ら
が
幸
福
だ
ろ
う
か
と
。

　

大
阪
万
博
の
マ
ス
コ
ッ
ト
は

　

大
阪
万
博
の
マ
ス
コ
ッ
ト
は

「
ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク
」
だ
。
そ
の
名
前

「
ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク
」
だ
。
そ
の
名
前

の
と
お
り
、
私
た
ち
は
多
く
の
こ
と

の
と
お
り
、
私
た
ち
は
多
く
の
こ
と

を
（
意
識
す
る
し
な
い
に
関
わ
ら
ず
）

を
（
意
識
す
る
し
な
い
に
関
わ
ら
ず
）

脈
々
と
受
け
継
い
で
き
た
し
、
こ
れ

脈
々
と
受
け
継
い
で
き
た
し
、
こ
れ

か
ら
も
未
来
に
つ
な
げ
る
責
務
が
あ

か
ら
も
未
来
に
つ
な
げ
る
責
務
が
あ

る
と
思
う
。

る
と
思
う
。

　

そ
し
て
、そ
れ
こ
そ
が
ま
さ
に
「
グ

　

そ
し
て
、そ
れ
こ
そ
が
ま
さ
に
「
グ

ロ
ー
カ
ル
シ
テ
ィ
」
の
中
核
を
な
す

ロ
ー
カ
ル
シ
テ
ィ
」
の
中
核
を
な
す

テ
ー
マ
な
の
だ
。

テ
ー
マ
な
の
だ
。

　

今
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
果
実
で

　

今
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
果
実
で

あ
る
科
学
技
術
を
排
除
す
る
こ
と
は

あ
る
科
学
技
術
を
排
除
す
る
こ
と
は

適
当
で
は
な
い
。
と
同
時
に
、
古
く

適
当
で
は
な
い
。
と
同
時
に
、
古
く

か
ら
の
地
域
の
伝
承
な
ど
非
科
学
的

か
ら
の
地
域
の
伝
承
な
ど
非
科
学
的

な
こ
と
を
切
り
捨
て
る
の
は
現
代
人

な
こ
と
を
切
り
捨
て
る
の
は
現
代
人

の
傲
慢
と
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。

の
傲
慢
と
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

だ
か
ら
、
そ
れ
ら
の
両
面
を
大
切

　

だ
か
ら
、
そ
れ
ら
の
両
面
を
大
切

に
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

に
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
う
の
で
す
。

た
い
と
思
う
の
で
す
。
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11
月
28
日
（
金
）
夜
間
と
、
29

日
（
土
）
午
前
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

窓
口
延
長
日
及
び
時
間

•

11
月
28
日(

金)

　

17
時
15
分
～
19
時
30
分

•

11
月
29
日(

土)

　

９
時
～
12
時

持
ち
物

•

郵
送
さ
れ
た
個
人
番
号
カ
ー
ド

交
付
通
知
書
（
交
付
の
方
の
み
）

•

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド

•

本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
等
、

顔
写
真
付
き
の
も
の
は
１
点
、

保
険
証
等
は
２
点)

窓
口
の
場
所

市
役
所
（
東
本
郷
庁
舎
１
階
）

市
民
保
健
課
市
民
係
（
窓
口
②
）

予
約
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
１
５
５
１

問
合
せ
先　

市
民
保
健
課
市
民
係

（
東
本
郷
庁
舎
窓
口
②
）
☎
㉒
２
２
１
５

　

12
月
18
日
（
木
）
に
開
催
予
定
の

下
田
市
終
戦
80
年
平
和
祈
念
式
典

に
お
い
て
、
広
島
被
爆
ピ
ア
ノ
の
演

奏
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
平
成
21
年
に
平
和
都
市

宣
言
を
行
い
ま
し
た
。
終
戦
80
年

の
節
目
に
、
世
界
恒
久
平
和
を
祈

念
し
、
被
爆
ピ
ア
ノ
を
奏
で
て
い

た
だ
く
演
奏
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時　

12
月
18
日
（
木
）
13
時
～

会
場　

市
民
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

演
奏
曲　

演
奏
者
決
定
後
、
相
談

の
上
で
決
定
し
ま
す
。

応
募
要
件　

プ
ロ
・
ア
マ
チ
ュ
ア
問
わ
ず
、
式

典
で
演
奏
で
き
る
方

応
募
締
切　

11
月
18
日
（
火
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
調
整
さ  

　

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ
・
応
募
先

福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

（
東
本
郷
庁
舎
窓
口
⑥
）
☎
㉒
２
２
１
６

　

戦
後
80
年
に
当
た
り
、
第
十
二

回
特
別
弔
慰
金
の
支
給
が
国
に
よ

り
決
定
し
ま
し
た
。
戦
没
者
に
改

め
て
弔
慰
の
意
を
表
す
た
め
、
弔

慰
金
の
金
額
が
年
額
５
万
円
か
ら

年
額
５
万
５
千
円
に
増
額
さ
れ
ま

し
た
。

　

前
回
請
求
さ
れ
た
方
は
、
原
則

と
し
て
今
回
も
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
請
求
期
間
内
に

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
支
給
対
象
者

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
御
遺

族
で
、
令
和
７
年
４
月
１
日
に
お

い
て
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金

等
を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合
に
、

次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
御
遺

族
の
う
ち
、
代
表
す
る
お
一
人
に

支
給
し
ま
す
。

１　

弔
慰
金
の
受
給
権
者

２　

戦
没
者
等
の
子

３　

①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄

　
　

弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
、
生
計
関

　

係
を
有
し
て
い
る
等
の
要
件
を

　

満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ

　

り
、
順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

４　

右
記
１
か
ら
３
以
外
の
三
親

　
　

等
内
の
親
族

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き

　

続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
を

　

有
し
て
い
た
方
に
限
り
ま
す
。

○
支
給
内
容

額
面
27
万
５
千
円
、
５
年
償
還
の

記
名
国
債
（
年
額
５
万
５
千
円
）

○
請
求
期
間

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
10

年
３
月
31
日
ま
で

○
請
求
窓
口
・
問
合
せ
先

福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

（
東
本
郷
庁
舎
窓
口
⑥
）
　

☎
㉒
２
２
１
６

　

県
内
市
町
で
は
、
11
月
か
ら
12

月
ま
で
を「
滞
納
整
理
強
化
月
間
」

と
し
て
、
県
と
連
携
し
徴
収
の
強

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

納
税
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

お
早
め
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

お
困
り
の
際
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い

　

失
業
や
病
気
、
事
業
の
廃
止
な

ど
の
特
別
な
事
情
が
あ
り
、
一
時

的
に
納
税
す
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
に
は
、
お
早
め
に
税
務
課
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
で

　

お
申
込
み
は
、
税
務
課
ま
た
は

市
内
金
融
機
関
に
あ
る
「
口
座
振

替
依
頼
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
、

金
融
機
関
お
届
け
印
を
押
印
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

住民票、戸籍などの交付手数料

コンビニ交付で 100 円お得！

下
田
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

11 月の納税
納期は12月１日（月）

国民健康保険税　  　７期

後期高齢者医療保険料　４期

介護保険料    　 　 ５期

 ※納期内に納めましょう

※納税は便利な口座振替で

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

   
   　　

  　
　
　
　

　
　
　
　

    

窓
口
延
長

窓
口
延
長
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ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
期
限

内
で
あ
れ
ば
、
土
日
祝
日
問
わ
ず

24
時
間
納
付
が
で
き
ま
す
。

　

el
マ
ー
ク
が
あ
る
納
付
書
は
、

地
方
税
お
支
払
サ
イ
ト
や
ス
マ
ホ

決
済
ア
プ
リ
が
利
用
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先

税
務
課
滞
納
対
策
係
・
収
納
係

（
東
本
郷
庁
舎
窓
口
⑦
）
☎
㉒
２
２
１
８

日
時　

令
和
８
年
１
月
11
日
（
日
）

13
時
30
分
開
式

受
付　

午
後
０
時
45
分
か
ら

会
場　

下
田
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

対
象
者

平
成
17
年
４
月
２
日
～
平
成
18
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

そ
の
他

　

市
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
対
象

者
の
方
、
個
別
に
連
絡
が
あ
っ
た

方
に
二
十
歳
の
集
い
の
案
内
、
入

場
券
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
届
い

て
い
な
い
方
や
、
市
外
に
住
民
登

録
さ
れ
て
い
る
方
は
、
左
記
ま
で

連
絡
又
は
二
次
元
コ
ー
ド
よ
り
申

込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
先

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

☎
㉓
５
０
５
５

　

今
年
度
の
狩
猟
期
間
は
次
の
と

お
り
で
す
。
山
に
入
る
際
に
は
、

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
イ
ノ
シ
シ
及
び
ニ
ホ
ン
ジ
カ

11
月
１
日
（
土
）
～
３
月
15
日
（
日
）

●
そ
の
他
の
狩
猟
鳥
獣

11
月
15
日
（
土
）
～
２
月
15
日
（
日
）

・
狩
猟
者
が
視
認
し
や
す
い
目
立

　

つ
色
の
服
装
に
し
ま
し
ょ
う

・
ラ
ジ
オ
や
鈴
な
ど
、
音
が
鳴
る

　

も
の
を
携
帯
し
て
く
だ
さ
い
。

・
獣
道
に
「
わ
な
」
が
設
置
さ
れ
て

　

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先

県
く
ら
し
・
環
境
部
環
境
局
自
然
保
護

課
☎
０
５
４
‐
２
２
１
‐
２
７
１
９

　

市
や
勤
務
先
等
で
実
施
す
る
乳

が
ん
検
診
の
受
診
ま
た
は
予
約
に

よ
り
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
応
募
で

き
ま
す
。
詳
細
は
、
左
記
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

市
民
保
健
課
健
康
づ
く
り
係

（
東
本
郷
庁
舎
窓
口
⑤
）
☎
㉒
２
２
１
７

　

県
内
の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て

の
労
働
者
（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ

イ
ト
等
含
む
）
に
適
用
さ
れ
る

「
静
岡
県
最
低
賃
金
」
が
改
正
さ

れ
、
11
月
１
日
か
ら
「
時
間
額
１
，

０
９
７
円
」
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
特
定
の
産
業
に
は
特
定

（
産
業
別
）
最
低
賃
金
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

賃
金
改
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、

事
業
場
内
の
最
低
賃
金
引
上
げ
を

支
援
す
る
「
業
務
改
善
助
成
金
」

等
の
各
種
支
援
策
を
ご
活
用
い
た

だ
き
、
新
し
い
最
低
賃
金
へ
の
対

応
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

静
岡
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
５
４-

２
５
４-

６
３
１
５

　

交
通
事
故
紛
争
処
理
セ
ン
タ
ー

の
弁
護
士
が
、
中
立
・
公
正
な
立

場
で
、
示
談
交
渉
の
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。
解
決
ま
で
の
弁
護
士
費

用
は
無
料
で
す
。

問
合
せ
先

（
公
財
）
交
通
事
故
紛
争
処
理
セ

ン
タ
ー
静
岡
相
談
室

☎
０
５
４
‐
２
５
５
‐
５
５
２
８

ぜひご利用ください

下田市メール配信サービス

Ｐ
Ｃ
・
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
Ｑ
Ｒ

フ
ィ
ー
チ
ャ
ー

フ
ォ
ン
Ｑ
Ｒ

下田ひまわり基金法律事務所下田ひまわり基金法律事務所
弁護士　三森　祐二郎弁護士　三森　祐二郎

静岡県弁護士会所属 ＴＥＬ：0558-25-2131

下田市東本郷２丁目９番 15 号伊豆新聞社ビル３階

URL：https://www.shimoda-himawari.com/office.html

まずは、お電話でご相談の予約をお願いします。

法律問題の解決に困ったら、

独りで悩まずに弁護士へご相談ください。

（広告） （広告）

「
静
岡
県
最
低
賃
金
」

「
静
岡
県
最
低
賃
金
」

改
正
の
お
知
ら
せ

改
正
の
お
知
ら
せ

1111
月
・
月
・
1212
月
は
、

月
は
、

税
の
滞
納
整
理
強
化
月
間
で
す

税
の
滞
納
整
理
強
化
月
間
で
す

令
和
８
年
下
田
市
二
十
歳
の
集
い

令
和
８
年
下
田
市
二
十
歳
の
集
い

の
開
催
に
つ
い
て

の
開
催
に
つ
い
て

狩
猟
期
間
の
お
知
ら
せ

狩
猟
期
間
の
お
知
ら
せ

「受けトクキャンペーン」
（※静岡県乳がん検診受診

促進キャンペーン）

下
田
市
終
戦

下
田
市
終
戦
8080
年
平
和
祈
念
式

年
平
和
祈
念
式

典
に
お
け
る
広
島
被
爆
ピ
ア
ノ

典
に
お
け
る
広
島
被
爆
ピ
ア
ノ

演
奏
者
募
集

演
奏
者
募
集

下田警察署管内防犯協会
Facebook

申込みフォーム
（LoGo フォーム）

「
受
け
ト
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」（
静

「
受
け
ト
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」（
静

岡
県
乳
が
ん
検
診
受
診
促
進
キ
ャ

岡
県
乳
が
ん
検
診
受
診
促
進
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
）
の
ご
案
内

ン
ペ
ー
ン
）
の
ご
案
内

演
題　
『
ア
レ
ル
ギ
ー
と
上
手
に

つ
き
あ
う
た
め
に　

花
粉
症
か
ら

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
ま
で　

～
も

し
も
の
と
き
の
備
え
と
、
治
せ
る

ア
レ
ル
ギ
ー
治
療
～
』

日
時　

11
月
30
日
（
日
）
13
時
30

分
～
（
受
付
開
始
13
時
～
）

場
所　

市
民
文
化
会
館
大
会
議
室

講
師　

下
田
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
内
科
医
師　

大
川　

航
平
先
生

定
員　

50
名
程
度（
参
加
費
無
料
）

申
込
み
・
問
合
せ
先

下
田
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
地
域

医
療
連
携
室
☎
㉕
３
５
３
５

　

下
田
署
管
内
で
空
き
巣
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
泥
棒
は
侵
入
に
５
分

以
上
か
か
る
と
犯
行
を
あ
き
ら
め

る
傾
向
が
あ
る
の
で
、
玄
関
と
窓
の

防
犯
対
策
を
強
化
し
ま
し
ょ
う
。

～
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
～

・
外
出
時
、
在
宅
時
い
つ
で
も
カ　

　

ギ
か
け

・
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
や
防
犯
カ
メ

　

ラ
の
設
置

・
窓
用
防
犯
フ
ィ
ル
ム
や
補
助
錠

　

の
活
用

・
空
き
家
や
別
荘
に
現
金
や
貴
重

　

品
を
置
か
な
い

不
審
な
人
や
車
を
見
か
け
た
ら
１
１
０
番
を
！

交
通
事
故
の
補
償
問
題
で

交
通
事
故
の
補
償
問
題
で

お
困
り
の
方
へ

お
困
り
の
方
へ

第第
6262
回
メ
デ
ィ
カ
ル
健
康
講
座

回
メ
デ
ィ
カ
ル
健
康
講
座

問
合
せ
先

下
田
警
察
署
管
内
防
犯
協
会

☎
㉗
２
７
６
６

　

静
岡
県
社
会
保
険
労
務
士
会
三

島
支
部
下
田
地
区
会
で
は
、
毎
年

12
月
に
無
料
相
談
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
も
左
記
日
程
に

て
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
（
予
約

不
要
）

日
時　

12
月
５
日
（
金
）
10
～
15
時

場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
下
田

相
談
内
容

年
金
、
社
会
保
険
、
労
働
に
関
す

る
悩
み
、
働
き
方
改
革
関
連
法
な

ど
労
務
上
の
疑
問
等

問
合
せ
先

静
岡
県
社
会
保
険
労
務
士
会
三
島

支
部
下
田
地
区
会　

稲
葉　

正
久

☎
０
９
０
‐
５
８
６
６
‐
３
８
１
４

社
会
保
険
労
務
士

社
会
保
険
労
務
士

無
料
相
談
会
の
ご
案
内

無
料
相
談
会
の
ご
案
内

戦
没
者
等
の
御
遺
族
の
皆
様
へ

戦
没
者
等
の
御
遺
族
の
皆
様
へ

第
十
二
回

第
十
二
回

特
別
弔
慰
金
請
求
の
ご
案
内

特
別
弔
慰
金
請
求
の
ご
案
内

下田警察署管内防犯協会
Instagram

下
田
署
管
内
空
き
巣
多
発
警
報
！

下
田
署
管
内
空
き
巣
多
発
警
報
！
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
脳
症
は
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
時
に
発
症
す

る
重
篤
な
合
併
症
で
、
特
に
小
児

に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
下
田
メ

デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
小
児
科
で
前

年
度
治
療
し
た
10
代
の
女
の
子
の

ケ
ー
ス
で
は
、
痙
攣
は
な
か
っ
た

も
の
の
発
熱
や
意
識
障
害
、
異
常

行
動
な
ど
の
症
状
が
急
速
に
進
行

し
て
い
き
ま
し
た
。
幸
い
な
こ
と

に
迅
速
に
治
療
が
で
き
、
後
遺
症

も
残
ら
ず
完
治
し
た
こ
と
か
ら
胸

を
撫
で
下
ろ
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
早
期
の
治
療
も
重

要
で
す
が
、
最
も
効
果
的
な
対
策

は
予
防
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
は
、
こ
の
重
篤
な
合
併

症
を
防
ぐ
有
効
な
手
段
で
す
。
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
よ
り
、
感
染
の
リ

ス
ク
や
脳
症
ま
で
発
展
す
る
リ
ス

ク
を
大
幅
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
特
に
乳
幼
児
を
は
じ
め
と

す
る
小
児
は
、
優
先
的
に
接
種
が

推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
家
族
内
感

染
な
ど
を
考
え
る
と
、
身
内
の
方

全
員
の
接
種
が
理
想
的
で
す
。　

ま
た
、
副
反
応
を
心
配
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
ワ
ク
チ
ン
の

安
全
性
は
確
立
さ
れ
て
お
り
、
重

篤
な
副
反
応
は
極
め
て
稀
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
脳
症
の
リ
ス
ク

と
比
較
す
れ
ば
、
接
種
に
よ
る
利

益
は
は
る
か
に
大
き
い
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

　

前
述
し
た
と
お
り
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、
自
分
自
身

だ
け
で
な
く
大
切
な
人
々
を
守
る

た
め
の
重
要
な
手
段
で
す
。
毎
年
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
脳
症
で
命
を
落

と
し
た
と
い
う
痛
ま
し
い
ニ
ュ
ー

ス
が
数
多
く
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
し
か
す
る
と
、
予
防
接
種
で
防

ぐ
こ
と
が
で
き
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
事
な
身

内
の
方
の
た
め
に
も
、
み
な
さ
ん

で
毎
年
の
接
種
を
忘
れ
ず
、
正
し

い
知
識
を
持
っ
て
予
防
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

問
合
せ
先

下
田
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉕
２
５
２
５

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
脳

の
う
し
ょ
う症

　

小
児
科
医　

田た
な
か中　

健
た
け
し

　一般書　書名一般書　書名 著者名著者名

疲労学 片
か た の

野 秀
ひ で き

樹 / 著

一度読んだら絶対に忘

れない古文の教科書
辻
つじ

 孝
たかむね

宗 / 著

入門講座三島由紀夫 佐
さ と う

藤 秀
ひであき

明 / 著

ブラックスワン 相
あ い ば

場 英
ひ で お

雄 / 著

イン・ザ・メガチャーチ 朝井 リョウ / 著

児童書　書名児童書　書名 著者名著者名

パンどろぼうとスイー
ツおうじ

柴田 ケイコ/作

おまわりさんのきゅうじつ 中
なかがわ

川  ひろたか / 文

村
むらかみ

上 康
やすなり

成 / 絵

ジブリの食卓千と千尋
の神隠し

スタジオジブリ/監修

主
し ゅ ふ

婦の友
ともしゃ

社 / 編

ルルとララのふわふわ
オムレット

あんびる やすこ
/ 作・絵

10 代女子のためのおし
ごと図鑑

女
じょし

子の進
しんろそうだんしつ

路相談室/作

図書館だより 11 月号

シバ犬のチャイ
あおき ひろえ / 文

長
は せ が わ

谷川 義
よしふみ

史/著

BL 出版 / 発行

図書案内

休館日　３、４、10、17、23 ～ 30 日
1 日 ( 土 ) 三島由紀夫記念講演会
８日（土）下田わくわくパークこれば！【移
動図書館】
20 日 ( 木 ) ひよこサロン【移動図書館】
ほか 移動図書館・おはなし会
稲梓・朝日・浜崎小学校、子育て支援セ
ンター

図書館カレンダー

◆秋の読書週間特集

（月、宇宙、天体、星特集）

◆本で楽しむ〇〇の秋

今月の展示

図書館ニュース

問合せ先：市立図書館　☎㉒０３５２　●休館日／毎週月曜日、第４木曜日及び祝日

　　　　　　　　●新刊本／毎週水曜日

※予約は配架日以降となります。配架前の事前の取り置きはできません。

10
月
届

二
丁
目　

太お

お

た田　

重し
げ
と
し俊  

７　

93

西
本
郷　

佐さ

と

う藤　

静し

ず

え枝  

13　

72

河　

内　

小こ
ば
や
し林　

と
め  

12　

77

　

〃　
　

磯い
そ
ざ
き﨑　

孝た

か

こ子  

８　

100

吉
佐
美　

中な
か
も
と本

と
み
江え  

12　

88

大
賀
茂　

土つ

ち

や屋  
豊と

よ
か
ず一  

9/30　

92

柿　

崎　

曽そ

が我
惠え

み

こ

美
子　

８　

75

須　

崎　

 

関せ
き　

 

紘こ
う
い
ち一　

11　

86

白　

浜　

金か
な
ざ
し指  

上た

か

こ子　

７　

95

　

〃　
　

藤ふ

じ

い井
さ
が
子こ  

８　

89

　
〃　
　

細ほ

そ

や谷　

桂け

い

こ子　

12　

88

※
戸
籍
の
ま
ど
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲

載
を
望
ま
な
い
方
は
、
事
前
に

係
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
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９
月
16
日
か
ら
10
月
15
日
届
け
分

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

地　

区　
　

氏　

名　
　

保
護
者

９
月
届

一
丁
目　

佐さ

さ

き

々
木
明あ

か

り莉  
 

光

河　

内　

西に

し

い井　

湊み

な

と音  

祥
太

吉
佐
美　

笹さ
さ
も
と本　

稜い
っ
せ
い晴　

浩
平

大
賀
茂　

車し
ゃ
ざ
わ澤　

眞ま

お渚　

 

卓

10
月
届

　

中　
　

志し

む

ら村　

 

純い
と 

　

胡
太
郎

北
湯
ケ
野　

土つ

ち

や屋　

心こ

こ

の和　

光
成

吉
佐
美　

宮み
や
さ
か坂　

 

弦い
と 

　

 

希

地 

区  

氏 

名  

死
亡
日  

年
齢

９
月
届

西
本
郷　

川か
わ
さ
き﨑　

德と

く

え江  

13　

81

河　

内　

杉す
ぎ
や
ま山　

春は

る

よ代　

29　

90

　

〃　
　

土つ

ち

や屋　

勝か
つ
と
し利  

18　

89

　

〃　
　

渡わ
た
な
べ邉　

 

清
き
よ
し　

 

16　

91

　

〃　
　

西に

し

だ田
美み

さ

こ

佐
子  

22　

88

吉
佐
美　

川か
わ
む
ら村　

林り

ん

じ二  

27　

86

田　

牛　

渡わ
た
な
べ邉　

陽よ

う

こ子  

24　

60

人のうごき
住民登録人口 10 月１日 増減

　　　　　男　　　９，１２１　　　ー１４

　　　　　女　　　９，７４５　　　ー１０

　　　　　計　　１８，８６６　　　ー２４　 

  　　世帯数　  １０，２３０

　　　出　生  　６　　 転　入　　６５

　　　死　亡  ３１　　 転　出　　６４
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ん
で
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み
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上
げ
ま
す
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誕
生
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う

　
　 

あ
か
る
く
す
こ
や
か
に

水道当番工事店　　　※修繕費は有料です。
                             　　　　　　対応時間 8:30 ～ 17:00

分担期間 工事店 電話番号
11 月８日（土）９日（日） 土屋設備 22-6506

11月15日（土）16日（日） ㈱外岡組 22-1769
22-1250

11月22日（土）23日（日） 斉藤住設 22-7245

11月29日（土）30日（日） ㈲渡辺住宅設備 27-1300

12 月６日（土）７日（日）ヤマト設備工業（株） 23-3570

乳幼児健康相談・健康診査（12 月）
相談日 内容 対象・時間・場所

９日（火）

お誕生日健康相談

対象者へ
個別に通知します２歳児健康相談

２歳６か月児健康相談

12 月の市民相談
相談日 内容 対象 時間 場所

３日（水） 人権相談
どなたでも

（予約不要）
10：00 ～14：00

市役所（河内）
会議室１－ B

４日（木） 年金相談

どなたでも
（要予約）

11：00 ～ 16：00
市役所（河内）
会議室１ーA、

B

10 日（水）

ひきこもり
相談

10：00 ～ 16：00
下田総合庁舎
４階相談室

市民相談 10：00 ～15：00
市役所（東本郷）
小会議室３

法律相談 ９：00 ～ 12：00
市役所（東本郷）
小会議室１

15 日（月）
こころの
健康相談

13：30 ～ 15：30
下田総合庁舎

２階

22 日（月）
交通事故

相談
13：00 ～15：30

市役所（河内）
会議室１ーＡ

24 日（水） 市民相談
どなたでも
（要予約）

10：00 ～15：00
市役所（東本郷）
小会議室３

問合せ先一覧
市民相談：市民保健課市民係（東本郷庁舎窓口②）☎㉒２２１５
法律相談：市民保健課市民係（東本郷庁舎窓口②）☎㉒２２１５

年金相談：市民保健課国保年金係（東本郷庁舎窓口③）☎㉒３９２２

健康相談：市民保健課健康づくり係（東本郷庁舎窓口⑤）☎㉒２２１７

人権相談：福祉事務所社会福祉係（東本郷庁舎窓口⑥）☎㉒２２１６

交通事故
相    談

ひきこもり

相　　談　
こころの
相　　談　

：福祉事務所障害福祉係（東本郷庁舎窓口⑥）☎㉒２２１６

：賀茂保健所（賀茂健康福祉センター）☎㉔２０５６

■ 11 月の行事
１～２日　NSA 多摩支部大会（白浜大浜海岸）

８日　NSA 東京４区カップ（白浜大浜海岸）

15 日　伊豆・白浜 CUP2025 プロアマトーナメント
JWA JAPAN TOUR2025-2026 

（白浜大浜海岸）　

■お知らせ
下田市 SURF CITY 構想完成記念シンポジウム

「サーフシティ下田の新しい未来」開催！

日　時：令和 7 年 11 月 29 日（日）14：00 ～ 16：30 
場　所：道の駅開国下田みなと４階会議室３ 
詳　細：右上の２次元コードからご覧ください

市内で開催されるイベント情報を掲載します 市ホームページ

：防災安全課消防安全係（河内庁舎２階）☎㊱４１４５

～ 11/1 犬の日に関する本の紹介～
【対象年齢：0 ～ 5 歳向け】
おいら、シバ犬でござんす。顔はキリリ
と男前。豆シバのチャイってんだ。以後、
よろしく！愛犬チャイと家族の１日をあ
たたかくユーモラスに描いた、人気絵本
作家・長谷川義史＆あおきひろえのはじ
めての夫婦絵本。

子育てネットワーク通信
問合せ先：下田子育て支援ネットワーク　☎㉒２２１６

●ひよこサロン
（未就学児と保護者の遊びと交流の場です）

参加費: 無料　主催 : 社会福祉協議会☎㉒ 3294

日時 :12 月 18 日（木）10 ～ 12 時

場所 : 道の駅「開国下田みなと」４階会議室３

図書館システム更新に伴う臨時休館のお知らせ図書館システム更新に伴う臨時休館のお知らせ
臨時休館期間 11 月 23 日（日）～ 12 月１日（月）

下田市立図書館は、図書館システム更新のため臨時休館します。

　休館中の本の返却は、ブックポストを利用してください。（CD・DVD・他館
から取り寄せた資料は不可）併せて、11 月 22 日 17 時～ 12 月２日９時まで
の期間、図書館ホームページが停止します。本の検索や予約、利用者情報確認
などができません。ご不便をおかけしますが、ご理解ご協力をお願いします。

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

11/22
祝日

23
祝日

24
祝日振替

25 26 27 28 29 30
定期休館日

12/１ ２

開館 システム更新による休館 開館
17 時 ホームページ閲覧停止 ９時
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みなさんのお宅のアイドルを募集しております。
市役所へどしどしお寄せください！

問合せ先：企画課秘書広報係（河内庁舎２階）　☎㉒２２１２
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優しくて妹想いのねえねと、
そんなねえねが大好きな妹です。

これからも仲良く元気に育ってね！
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『下田市ＬＩＮＥ公式アカウント』始めました！！『下田市ＬＩＮＥ公式アカウント』始めました！！
ＬＩＮＥから、暮らしに関する様々な情報を受け取ることができます。お住まいの地域を設定

することで、ごみ収集日前日にお知らせ通知が届きます。　　　　　　友だち追加は、こちらから→友だち追加は、こちらから→
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